
 

 

 

２０２０年３月２０日付け 回答者１５名 

①  今回の講座に、 

どうして参加することに 

したのですか？ 

➡講座は、参加した目的に 

合っていましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引き続き参加】 

・昨年同様ですが、海外生活体験で、自分が「ガイジン」として扱われた経験を、今度は

受け入れる側として、思い出して、“共生”できれば…と思ったからです。 

・前回の国際交流の講座が面白く、今回も参加しようと思いました。 

・「ママナビ」生涯学級に続き、もっと学びたいと思い、参加を申し込みました。当初は、

講座内容をよく分からずに申し込みましたが、講座を受けていくにつれ、関心を深める

ことができました。 

・「保育ボランティアこぶし」さんを利用し、受講できるとのことで、参加させていただきまし

た。 

【興味を持って参加】 

・２０年以上前に、日本語のプライベートレッスンをしていたことがあります。外国人の状

況がどう変わったか知りたく、講座に参加しました。前半の３回しか受講できませんでし

たが、外国人が増え、国際交流も盛んに行われている反面、多くの困りごとが発生して

いることが分かりました。 

・「友ゆうスペース」の会員として勉強した方がいいと思って参加しました。➡直接的に参

考になりませんが、面白かったです。 

・外国人という方々に何かできないか？手伝えることはないか？と思い参加。 

・関心のある内容だったから。➡第３回のみの参加でしたが、合っていました。 

・今後日本は、外国人が多くなると考えています。外国人の知人はいませんが、積極的

に外国人と交流したいと考えました。 

・関連するお話を聴けたら、と思いました。 

・住んでいる地域の国際関係の状況に興味があった。保育有りで学べることが魅力的。

ウズベキスタンのお菓子作りが楽しそうであった。➡どの講座も楽しく学ぶことができ

て、目的に合っていた。 

・ウズベキスタン料理を食べたかったから。国のことも聞くことができた良かったです。 

【イメージと違った】 

・昨年アメリカにいて、外国人の立場に初めてなり、助けてくれたネイティブの人のおか

げで、楽しく過ごせたので、少しでも助けることがあればと思い参加しました。➡イメー

ジは少し違いましたが、役に立つことも多かったです。 

・以前から興味があったため。➡実際に、国際交流をすると思っていた。 

・思い出せませんが、「子ども科学教室」を閉じたので、日程がこれなら取れるな？バス

や電車の中で、外国の方だと思われる方をお見かけすることがあり、お役に立てるのか

な？これまでずっとカンボジアの子どもへの支援をしてきたのでちょっと覗いてみようか

な？➡外国籍の方々がもっと多く参加なさるのかと…でも、外国籍の方の状況や対応

の現状が見え、良かったと思いました。 

 

②  講座に参加して、 

今後に活かせることは 

ありましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

【内容や資料を活かす】 

・「国際理解から、人際理解へ」という考え方を実践していこうと思います。 

・「多文化共生のまちを創る」の資料は、とても分かりやすくて見やすいので、友だちにも

見せようと思いました。 

・資料等は、国際交流に参加活動する上で、大変参考になりました。 

・コミュニケーションボードの活用。ウズベキスタンについてもっと知り、将来訪れてみた

い。在留外国人、その家族と共生。ゴミをできる限り減らす努力。 

・ゴミ問題（食品ロス） 

・国際交流とは関係ないことですが、自宅でフードロスが出ないよう、心がけるようになり

ました。 

【外国籍の人へ支援したい】 

・外国人の方が困っている時は、積極的に支援したいと思いました。 

・外国の方で、困っている人がいたら、積極的に助けようと思った。特に、緊急時のコミュ

ニケーション支援ボードの活用。 

・講座を通して、日本語に対する需要が高まっていることを知りました。一人でも多くの外

国人に日本語を教えたいと思っています。 

・神奈川区でやっている外国人向けサービスを教えることはできそうだな、と。ただ、もう

少し外国人の方を呼んで困っている生の声が聞きたかったです。保土ヶ谷区に「ぴっ

ころ」があるように、まずは１つ拠点をつくるべきだと思います。生の声が集まりやすいと

学ぶ・つながる・国際交流ことはじめ２ アンケート用紙 



思うので。 

・現在、子どもの保育園のクラスには、外国人が１人もいませんが、学年が上がって、新

しい子が入って来たり、小学校に入学したら、そういう外国人の子どもと生活を共にする

ことになると思います。その時に、少しでも寄り添える（彼らの苦労を理解）かと思いまし

た。 

・今後は、勇気を出して、声をかけてみようかな、と思いました。 

・外国の方との距離を縮めていきたいと感じました。 

【特にありません】 

・多少はありましたが、直接的なモノは得られなかった。 

・特にありません。 

 

③  身近に外国につながる方は 

いますか？ 

その方たちの困りごとは 

何だと思いますか？ 

＊外国につながる方たちへの 

 支援の参考にします 

【います！】 

・います。外国人なので、日常の中で、小さなことで知らないことがある。役所等の手続

方法等。 

・現在、直接お会いするボランティアをしておりますので、います。 

・姪っ子が仏日のハーフです。日本に住み、仏人学校に通っています。姉夫婦は、お互

いに日英仏語を話すので、特に困ることは無さそうです。やはり、言語を話せるか話せ

ないかで、大きく違うのでは、と思います。 

・まだあまり近くにはいませんが、同じマンションにいます。近所でお会いした時に、子育

てで息が詰まると話していました。少し話を聞いてあげるだけでも違うかと思います。 

・娘のクラスメート、学童のお友だち、隣りの家の人、息子の保育園のクラスにもいます

が、知り合いは、皆さん日本語も上手なので、違和感なしです。困っている感じもありま

せん。 

【困りごと】 

・「日本人からの偏見の目」だと思います。「自分の当たり前」を押し付ける人が多いの

で、同じ日本人でも戸惑うことがあります。 

・幼稚園にもいます。デジタル文書が少ないので、手紙を翻訳するのが難しい。子どもの

言語習得。上の世代からの差別発言を受ける等。 

【身近にはいませんが…】 

・残念ながらおりません。ＦＢで、外国人の友人がいる程度です。後は仕事で。 

・鶴見区や港北区の学校に勤めていた時には、中国や南米からの子どもたちがいまし

た。鶴見区の場合は、学校からのお知らせ類は全てルビを付ける。すでに慣れている

お母さんに地域毎にお願いをして説明してもらう。国際理解担当教師を採用してもらう

（ただし、該当する語学はできない）。始業前にラテン音楽を流し、登校を促す。それが

聞こえるとやって来て、踊りながら教室へ。担任は、１人１人にモーニングコールをする

等々 

・身近に外国の方はいませんが、日本人との交流の場がもっとあれば、知り合いや友だ

ちができ、助けてあげる場面も増えてくると思います。 

・身近にいない。５ 

 

④  運営委員募集！ 

私たちと一緒に、生涯学級を

企画してみませんか？ 

 

 

【生涯学級の運営委員をやってみたい】 

・他のテーマ １人 

・どの様なテーマがありますか？ 

・毎週月曜日の１０時半～１２時半までの活動をしており、迷っております。 

 

【国際交流の生涯学級に参加してみたい】 

・４／６ ２人（見学含む） 

・６／１ １人 

・その他 １人  

・サラリーマンとして仕事をしています。昼間は仕事です。土日、夜にこういう活動をして

くださると、参加できます。”１億総活躍”社会です。働く人が増えています。それでも、

平日の午後に拘るのでしょうか？もう少し選択肢があると、運営委員の担い手が増える

のではないでしょうか？ 

来年度以降も参加したいのですが、毎回、有休を取るにも限界を感じております。 

・日程に余裕がないと無理でしょう。 

 

【別の地域活動を始めてみたい】 

・土日にできる活動であればやりたい。または、夕方等。日中だと、集まる層が限定しが

ちかな…とは思います 



 企画会の連絡を入れますの

で、連絡先をご記入ください。 
☺連絡先あり ８人 

 

 

⑤  国際交流をテーマにした生涯

学級の内容のアイデアがあり

ましたら、お願いします。 

＊次回の参考にします 

 

 

 

 

 

【内容のアイデア】 

・日本語講座（日本語の文法、特徴等）入門。日本語を外国語としてみると… 

・子どもたちの親の考え方を知りたい。 

・外国人の方と知り合うきかっけをつくる機会になるセミナーを希望します。 

・外国の文化や伝統を学ぶと共に、日本の文化や伝統をもっと学び、外国の人たちに、

日本の良い所を説明できるようにしたい。 

・いろいろな国の言葉（簡単な挨拶）等をみんなで覚える。まず、相手に歩み寄るのが必

要かと。 

・外国人の方も呼んで、各国の料理持ち寄りパーティや、文化紹介の集まり等。 

日本人だけでやらない方がいいと思いました。困ったことを尋ねる時に使う各国の言葉

を教える等。 

・実際もっと外国の方と日本の方を、交じ合わせるといいと思います。 

・子育て中の親で、外国の方とのコミュニケーションを取ってみたい。困りごと等、リアル

な意見が聞けそうだから。 

・聞きに来る方は意識の高い方。聞きに来ない人ほど必要な知識があるのだと思いま

す。せめて、教育現場からでも、「多様性」や「多文化共生」を理解し、子どもたちから意

識を変えていくことが必要だと思います。 

【拠点をつくる】 

・以前から、商店街の空き店舗が増えているのが気になっていました。近くの商店街で

居場所があればと思います（通りすがりに立ち寄れる）。小学生以下に対しては、手立

てが考えられていますが、中学生の帰宅部の子どもたちの居場所も兼ねられたらいい

ですね。塾にも、部活にも所属しないので、きっと優しく交流し合えるかと… 

・区役所で時々何かやるでは、本人たちに届かない。やはり、国際交流センターをどこ

かテナントを借りて開いた方が良いのでは。東神奈川駅の高層ビル下のテナントが空

いています。活用することをお勧めします。 

 

⑥  保育を利用した方は、 

「保育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱこぶし」へ 

お子さんを預けた感想をお願

いします。 

 

 

・とても楽しかったようです。最初は泣いていましたが、今でも遊んだ時の話をしてくれま

す。本当にありがとうございました。 

・保育ボランティアこぶしさんのおかげで、子どもがいても、素晴らしい講座に参加するこ

とができました。こぶしさんなら、保育をお願いするのも、本当に安心です。ありがとうご

ざいました。 

・回を重ねる毎に、子どもが慣れてくるのを実感しました。途中になってしまったのは、本

当に残念ですが、またどこかでお世話になる時は、よろしくお願いします。 

・以前にも利用したことがあるのですが、毎回、親身になって優しく接していただき、大変

ありがたいです。子どもも「こぶしさんとやったよ～」「教えてもらったよ～」と、講座終了

後も楽しそうに話してくれます。 

・とっても、とっても、と～っても、大きな気持ちで優しく、娘に対しても私たち親に対して

も、接していただけて感謝と、勉強になりました。優しくされると、優しくできます。本当

に、本当に、ありがとうの気持ちです。またお会いしたいです。 

 

⑦  その他 ・運営委員の皆さま。お仕事、ご苦労さまです。３回しか参加できませんでしたが、楽し

かったです。 

 

 


